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【 は じ め に 】  

骨 粗 鬆 症 は 高 齢 化 社 会 に 入 っ て か ら 急 速 に

増 加 し 、 寝 た き り の 原 因 と し て 脚 光 を あ び て

お り 、 そ の 防 止 に は 、 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 に

よ り 進 行 を く い と め る こ と が 大 切 で あ る 。 今

回 、 私 達 は 、 定 量 的 超 音 波 法 装 置 を 用 い た 骨

粗 鬆 症 検 診 を 行 っ た の で 、 そ の 実 施 状 況 に つ

い て 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】  

平 成 21 年 度 か ら 平 成 24 年 度 に か け て 、 当 協

会 で 骨 粗 鬆 症 検 診 を 受 診 し た 地 域 住 民 の 女 性

47,160 名 を 対 象 と し た 。  



検 診 に 使 用 し た 機 器 は 、 日 立 ア ロ カ 社 製 超

音 波 骨 評 価 装 置 AOS-100 型 と AOS-100NW 型 で あ る 。

測 定 は 踵 骨 部 分 を 透 過 す る 超 音 波 の 音 速

（ SOS ） 値 と 透 過 指 標 （ TI ） の 演 算 か ら 音 響 的

骨 評 価 値 （ OSI ） を 求 め 、 若 年 成 人 平 均 値

（ YAM ） と 比 較 し て 、 90 ％ 以 上 を 異 常 な し 、

80 ％ 台 を 要 指 導 A （ や や 低 下 ） 、 70 ％ 台 を 要

指 導 B （ 低 下 ） 、 70 ％ 未 満 を 要 精 検 と し た 。  

【 結  果 】  

１． 検 診 実 施 市 町 村 は 、 福 島 県 内 59 市 町 村 の

う ち 49 市 町 村 で あ っ た 。  

２． 検 診 は 、 地 域 住 民 の 特 定 健 診 や 婦 人 科 検

診 時 に 希 望 者 を 募 っ て 行 っ た が 、 な か で

も 対 象 者 を 40 歳 か ら 70 歳 の 間 で 5 歳 毎 の

節 目 年 齢 に 相 当 し た 人 と し た が 、 22,402 名

が こ れ に 該 当 し 、 こ れ は 全 体 の 47.5 ％ を

占 め て い た 。  

３． 受 診 者 が 最 も 多 か っ た 年 代 は 、 60 歳 代 の

18,542 名 39.3 ％ で あ り 、 50 歳 代 の 13,007 名

27.6 ％ が こ れ に 次 い で い た 。  



４． 検 診 に よ り 得 ら れ た 年 齢 別 OSI 値 は 、 日 立

ア ロ カ 社 の 標 準 曲 線 と 比 較 し 同 様 の 成 績

が 得 ら れ た 。  

５． 受 診 者 の 判 定 内 訳 は 、 異 常 な し 41.7 ％ 、

要 指 導 A  39.8 ％ 、 要 指 導 B  17.9 ％ 、

要 精 検 0.6 ％ で あ っ た 。 骨 量 の 低 下 が 伺 え

る 要 指 導 B 以 上 は 、 50 歳 前 半 が 6.1 ％ 、 50

歳 後 半 は 14.7 ％ に 増 加 し 、 60 歳 前 半 に は

21.2 ％ 、 60 歳 後 半 で は 28.5 ％ 、 70 歳 前 半

で は 36.5 ％ 、 70 歳 後 半 に は 50.3 ％ と 加 齢

に 伴 っ て 急 増 し て い た 。  

【 考 察 と 結 語 】  

 一 般 に 骨 量 は 思 春 期 か ら 20 歳 位 ま で に 最 大

に 達 し 、 ホ ル モ ン 分 泌 の 変 化 に 伴 っ て 閉 経 期

頃 か ら 急 激 に 減 少 す る 。 ゆ え に 将 来 、 健 や か

な 生 活 を 送 る た め に は 、 若 い う ち か ら の 生 活

習 慣 を 正 し 、 自 分 の 骨 量 を 知 っ て お く こ と が

重 要 で あ る 。 当 協 会 で は 、 骨 粗 鬆 症 予 防 事 業

と し て 巡 回 検 診 だ け に 限 ら ず 、 健 康 イ ベ ン ト

等 に 協 賛 す る た び に 骨 量 測 定 を 行 っ て き た 。



今 後 さ ら に 老 若 男 女 を 問 わ ず 骨 粗 鬆 症 検 診 受

診 の 機 会 を 広 げ て い く よ う 努 力 し た い 。  


